
【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

□

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

米 水稲（うるち） 主食用 310.50a H31.5 

H31.11 

H31.9 100% 310.50a □

米 水稲（うるち） 飼料用 90.30a H31.7 

米 水稲（もち） 50.50a H31.6 

100% 90.30a □ □

H31.10 100% 50.50a □ □

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

100% 100.20a □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

米 水稲（うるち） 酒米用 100.20a H31.6 H31.10 

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

（１）米

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します。

主食用、飼料用、加工用等

に分けて記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

24,000 310.50 560 17,388 17,358 240

種類

米
水稲
（うるち）

主食用 100 240 240 19,200 4,161,1204,165,920 0 50 80

157,110

米
水稲
（もち） 0

0 0 090.30 580 5,237 5,237 30 157,110米
水稲
（うるち）

飼料用 0

50.50 510 2,576 2,426 180 463,680436,680 150 180 27,000 0 0

2,002,07000 0米
水稲
（うるち）

酒米用 0 100.20 540 5,411 5,411 370 2,002,070

24,000

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 6,783,980

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

27,000 19,2006,761,780合計

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・事業消費が見込まれる場合に記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じ

て見込販売単価より低い単価を設定しても構いません。

・保険期間の見込在庫数量を記入します。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

□

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

麦類 小麦
数量払対象

（パン・中華麺用以外） 400.25a H30.9

H31.7

H31.7 100% 400.25a □

麦類 小麦
数量払対象

（パン・中華麺用以外） 50.00a H30.9

麦類 小麦
数量払対象

（パン・中華麺用） 70.7a H31.4

100% 50.00a ☑ ☑

H31.8 100% 70.7a □ □

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

0% 0a □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

麦類 小麦
数量払対象

（パン・中華麺用以外） 450.30a H31.9 H32.7

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します。

（２）麦

小麦については、パン・

中華麺用とそれ以外を

分けて記入します。

作付期が異なるものは、

分けて記入します。

保険期間中に作付けされるものは、

収穫期が翌年であっても記入しま

す。

保険期間開始前に事故が発生している場合は、他と分けて記入し、

「事故の発生」欄の□に✓を付けます。また、事故発生の通知をし

ている場合は「事故発生の通知」欄の□に✓を付けます。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

450.25 530 23,863 23,643 50

種類

麦類 小麦
数量払対象
（パン・中華
麺用以外）

0 23,863 110 2,624,958 3,818,1201,182,163 220 50 11,000 0 0

318,150 430,563121 53 6,413 0 070.70 300 2,121 2,000 53 106,000麦類 小麦
数量払対
象（パン・
中華麺用）

0 2,121 150

0

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

2,943,108 4,248,683

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

17,413 01,288,163合計

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・「見込数量払単価」は、保険期間に交付され

る数量払の交付予定単価を記入します。

・事業消費が見込まれる場合に記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じて見

込販売単価より低い単価を設定しても構いません。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

□

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

野菜 キャベツ 210.50a H30.9～H30.12

H32.3～H32.5

H30.12～H31.5 82% 172.61a □

野菜 キャベツ 90.30a H31.10～H31.12 0% 0a □ □

□ □

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

□ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します。

（３）野菜

保険期間中に作付けされるものは、

収穫期が翌年であっても記入しま

す。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

172.61 4,500 77,675 77,675 94

種類

野菜 キャベツ 0 7,301,4037,301,403 0 0 0

0

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 7,301,403

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 07,301,403合計

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

0% 0a □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

豆類 大豆 数量払対象外 50.00a H31.7 H32.3

H31.3 100% 45.00a □ □

0% 0a □ □

豆類 大豆 数量払対象外 45.00a H30.7

豆類 大豆 数量払対象（普通大豆） 100.00a H31.6 H32.3

H31.3 100% 95.00a □ □

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

豆類 大豆 数量払対象（普通大豆） 95.00a H30.6

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します（前年に

収穫し、前年の棚卸に計上している場合

を除く。）。

（４）大豆

数量払の対象となる

大豆と対象外の大豆を

分けて記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

550,765

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 0292,365合計 0

0 74,3400 0 045.00 140 630 630 118 74,340豆類 大豆
数量払
対象外

0

1,615 160 258,400 476,425218,025 0 0 095.00 170 1,615 1,615 135

種類

豆類 大豆
数量払対
象（普通
大豆）

0

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・「見込数量払単価」は、保険期間に交付され

る数量払の交付予定単価を記入します。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

□

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

果実 うんしゅうみかん 100.00a H30.9

H32.10～Ｈ32.12

H31.10～Ｈ31.12 100% 100.00a □

果実 うんしゅうみかん 100.00a H31.9

果実 不知火 20.50a H30.9

0% 0a □ □

16.40a □ □

H31.12～Ｈ32.3 20% 4.10a □ □

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

0% 0a □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

果実 不知火 20.50a H31.9 H32.12～Ｈ33.3

H30.12～Ｈ31.3 80%果実 不知火 20.50a H29.9

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

（５）果樹

品目ごとに

分けて記入します。

保険期間中に作付けされるものは、

収穫期が翌年以降であっても記入

します。

結果樹面積を

記入します。

花芽の形成期

を記入します。

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します（前年に

収穫し、前年の棚卸に計上している場合

を除く。）。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

100.00 2,200 22,000 21,000 180

種類

果実
うんしゅ
うみか
ん

0 3,960,0003,780,000 1,000 180 180,000 0 0

1,148,0000 0 020.50 1,400 2,870 2,870 400 1,148,000果実 不知火 0

0

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 5,108,000

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

180,000 04,928,000合計

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・事業消費が見込まれる場合に記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じて見

込販売単価より低い単価を設定しても構いません。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

期間中の定植３回

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

花き きく 45.12a H30.10～Ｈ30.12 H31.1～Ｈ31.3 100% 45.12a □ □

期間中の定植５回花き きく 75.20a H31.8～Ｈ31.12 H31.11～Ｈ32.3 40% 30.08a □ □

100% 4.10a □ □パンジー 10,000個 H31.7～Ｈ31.9 H31.10～Ｈ31.12 期間中の定植５回

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

□ □

花き

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

（６）花き

品目ごとに

分けて記入します。

保険期間中に作付けされるものは、

収穫期が翌年以降であっても記入

します。

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）

に計上する分の割合を記入します。

ポットで出荷する

ものは個数を

記入します。

定植回数を

記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

本・個

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a・個

（D)

本/10a
・％

（E)＝
（C)×（D)

本・個

（F)

本・個

（G)

円/本・個

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

（N） ＝（M）×
（N）

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

本・個

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

本・個

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
本 個

75.20 40,000 300,800 300,800 60

種類

花き きく 0 18,048,00018,048,000 0 0 0

720,0000 0 010,000 80 8,000 8,000 90 720,000花き パンジー 0

0

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 18,768,000

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 018,768,000合計

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・ポットで出荷するものは、「作付予定

面積」には個数を記入し、「見込単収」

には出荷率を記入します。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

きのこ 菌床生しいたけ 10,000床H31.1～Ｈ31.12 H31.1～Ｈ31.12 100% 10,000床 □ □

きのこ 原木生しいたけ 10,000本H31.1～Ｈ31.12 H31.1～Ｈ31.12 100% 10,000本 □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

（７）きのこ

品目ごとに分けて

記入します。

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）

に計上する分の割合を記入します。

発生操作を行う菌

床数を記入します。

発生操作を行う

ほだ木の本数を

記入します。

発生操作を行う期

間を記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

床・本

（D)

kg/床・本

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ）

円/kg

＝(Ｈ)×
（Ｉ）

円

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

10,000 0.7 7,000 6,000 700

種類

きのこ
菌床生
しいたけ 0 4,794,0004,200,000 990 600 594,000 10 0

4,500,0000 0 010,000 0.5 5,000 5,000 900 4,500,000きのこ
原木生
しいたけ 0

0

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 9,294,000

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

594,000 08,700,000合計

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等（１原木・菌床当たりの生産数量（生産数量÷原木・菌床数））を記入

します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・事業消費が見込まれる場合に記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じて見

込販売単価より低い単価を設定しても構いません。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】
3～4月島根県○○町
5～6月新潟県○○町
7～8月北海道○○町 【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

はちみつ はちみつ 300群 H31.3 H31.4～Ｈ31.8 100% 300群 □ □

蜜蜂 蜜蜂 50群 H31.1 H31 100% 50 群 □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

（８）はちみつ
花の種類及び産地ごとに記入することがで

きます。

蜂場に設置する巣箱で飼養する延べ蜂群数

を記入します。

蜜蜂を販売する場合は、保険期間中に飼養す

る蜂群数を記入します。

都道府県を超えて転飼を行う場

合は、巣箱を設置する期間及び

都道府県名を記入します。

はちみつは採蜜する期間を

記入します。

蜜蜂は出荷する期間を記入

します。

蜂場に巣箱を設置する年及び

月を記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg・群

(B)＝(G)

円/kg

＝（A)×
（B）

円

（C)

群

（D)

kg/群
・％

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg・群

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ・群

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

180,000 300 13.8 4,140 4,140 1,800

種類

はちみつ はちみつ 100 1,800 1,800 180,000 7,452,0007,452,000 0 0 100

945,0000 0 050 90 45 45 21,000 945,000蜜蜂 蜜蜂 0

180,000

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 8,397,000

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 180,0008,397,000合計

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、はちみつは農業者ごとの過去の１蜂群当たりの採密量等を記入します。蜜蜂は平均出荷率を記入しま

す。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・事業消費が見込まれる場合に記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じて見

込販売単価より低い単価を設定しても構いません。

・保険期間の見込在庫数量を記入します。



【畜産物用】 （単位：頭羽等）

② 規模拡大特例に適用する経営面積
規模拡大特例を希望する場合は、過去５年間及び保険期間の経営面積を記入してください。

10

0

□ □

□ □

□ □

□ □

H31種付

H28種付

H29種付

H30種付

42

42

41

40

牛

牛

牛

牛

ヌレ子

ヌレ子

育成乳牛

育成乳牛

備考

種類 品目 用途 年（年度）
保険期間に
出荷する割合

②

事故の
発生

事故発生
の通知

畜産物 種付
又は導入
年（年度）

飼養又は
導入頭羽
数

①

出荷予定年（年度）
保険期間の
出荷に係る
飼養又は
導入頭羽数

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

牛 ヌレ子 H30種付 40 □

100% 50 □ □H31生乳 加工原料乳 50

H30 ～Ｈ31 80% 32 □

H31 ～Ｈ32

H30 ～Ｈ31

H31 ～Ｈ32

H32 ～Ｈ33

20%

75%

25%

0%

8

32

牛 育成乳牛 H31種付 42

牛 廃用牛 6

0% 0 □ □

H31 100% 6 □ □

H33 ～Ｈ34

過去の経営面積 保険期間の経営面積
平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分

㎡ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ

（９）酪農 「種類」欄には、生乳、牛等と記入し、「品目」欄には、ヌレ子、育成乳牛、廃用牛等と出荷する目的別に記入し、

加工原料乳生産者補給金の対象となる生乳の場合は、「用途」欄には、加工原料乳と記入します。

出荷が複数年に跨る場

合は、妊娠期間や育成

期間を考慮し、保険期間

に出荷する頭数の割合

を記入します。

・生乳は、保険期間中に飼養予定の搾

乳牛の頭数

・ヌレ子及び育成乳牛は、保険期間中に

飼養する繁殖家畜の頭数（種付済みの

家畜の導入頭数を含む。）

・廃用牛は、保険期間中に飼養する廃用

出荷予定の頭数を記入します。

出荷予定の年を記入

します。

出荷が複数年に跨る

場合は、その期間を

記入します。

搾乳牛へ種付した年ごとに記載

し、種付と記入します。

生乳及び廃用牛は記入する必

要はありません。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

3,195,450 58,795,450

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

3,600,000 052,000,000合計

6 150,000 900,000

0

牛 廃用牛 6 100.0 6

12,000,0008,400,000 6 600,000 3,600,000

900,0000

42 48.0 20 14 600,000

2,200,000

牛
育成
乳牛

040 50.5 20 20 110,000 2,200,000牛 ヌレ子

405,000 7.89 3,195,450 43,695,45040,500,000 050 8,100 405,000 405,000 100

種類

生乳
加工原料
乳

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ・頭

（Ｉ）

円/頭

＝(Ｈ)×
（Ｉ）

円

(J) （K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A) (B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

頭

（D)

kg・％

（E)＝
（C)×（D)

kg・頭

（F)

kg・頭

（G)

円/kg・頭

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の出荷に係る飼養又は導入頭羽数」の数値を転記します。

・「見込単収」は、農業者ごとの過去の実績に基づき、生乳は搾乳牛１頭当たりの年間生乳生産量を、ヌレ子及び育成乳牛

は繁殖家畜の飼養頭数及び導入頭数当たりの出荷頭数の割合を、廃用牛は「100％」と記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・保険期間の加工原料乳生産者補給金の補給金単価に加工原料乳仕向

け割合を乗じた金額を記入します。

・加入申請時に補給金単価が公表されていない場合は、前年度の単価を

記入し、単価公表後に営農計画の変更を行います。

・育成乳牛を自家保留する場合は、事業消費として記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じて見

込販売単価より低い単価を設定しても構いません。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

□

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

いも類 ばれいしょ
数量払対象
（でん粉原料用） 180.00a H31.4～H31.5

H31.9～Ｈ31.11

H31.9～Ｈ31.11 100% 180.00a □

いも類 ばれいしょ
数量払対象外
（加工用） 98.00a H31.4～H31.5

いも類 ばれいしょ
数量払対象外
（生食用） 132.00a H31.4～H31.5

100% 98.00a □ □

H31.9～Ｈ31.11 100% 132.00a □ □

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

100% 100.00a □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

いも類 ばれいしょ
数量払対象外
（種子用） 100.00a H31.4～H31.5 H31.9～Ｈ31.10

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します。

（１０）ばれいしょ

用途ごとに分けて記入

します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】

農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

180.00 4,200 75,600 33,600 8.2

種類

いも類 ばれいしょ
数量払対
象（でん
粉原料

0 33,600 11.61 390,096 665,616275,520 0 0 0

1,184,000

いも類 ばれいしょ
数量払対
象外（生
食用）

0

0 0 098.00 3,700 36,260 29,600 40.0 1,184,000いも類 ばれいしょ
数量払対
象外（加
工用）

0

132.00 3,000 39,600 24,000 50.0 1,200,0001,200,000 0 0 0

2,000,00000 0いも類 ばれいしょ
数量払対
象外（種
子用）

0

330.00 300 9,900

100.00 2,500 25,000

いも類 ばれいしょ
数量払対
象（屑い
も）

0

25,000 80.0 2,000,000

114,939 144,63929,700 0 0 0 9,900 11.619,900 3.0

0

・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

505,035 5,194,255

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 04,689,220

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・「見込数量払単価」は、保険期間に交付される数量払

の交付予定単価を記入します。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

□ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

H31.10～Ｈ31.11 100% 10.00a □ □

100% 43.00a □ □

いも類 かんしょ
数量払対象外
（生食用） 10.00a H31.4～H31.5

いも類 かんしょ
数量払対象外
（醸造用） 43.00a H31.4～H31.5 H31.10～Ｈ31.11

H31.10～Ｈ31.11 100% 32.00a □ □

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

いも類 かんしょ
数量払対象
（専用品種） 32.00a H31.4～H31.5

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します。

（１１）かんしょ

用途ごとに分けて記入

します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

219,648 1,307,226

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 01,087,5780

428,740428,740 0 0 010.00 2,210 2,210 2,210 194.0

567,600

いも類 かんしょ
数量払対
象外

（生食用）
0

0 0 043.00 2,640 11,352 11,352 50.0 567,600いも類 かんしょ
数量払対
象外

（醸造用）
0

8,448 26.00 219,648 310,88691,238 0 0 032.00 2,640 8,448 8,448 10.8

種類

いも類 かんしょ
数量払対
象（専用
品種）

0

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・「見込数量払単価」は、保険期間に交付され

る数量払の交付予定単価を記入します。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

0% 0a □ □

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

その他農作物 さとうきび 交付金対象 47.00a H31.1～Ｈ31.3 H32.1～Ｈ32.3

H31.1～Ｈ31.3 100% 50.00a □ □

0% 0a □ □

その他農作物 さとうきび 交付金対象 50.00a H30.2～Ｈ30.3

その他農作物 さとうきび 交付金対象 8.00a H30.8～Ｈ30.9 H32.1～Ｈ32.3

H31.2～Ｈ31.3 100% 27.00a □ □

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

その他農作物 さとうきび 交付金対象 27.00a H30.2～H30.3

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）に

計上する分の割合を記入します。

（１２）さとうきび

収穫予定面積を記入しま

す。

・保険期間中に栽培されるものを全て記入しま

す。

・春植、夏植、株出を分けて記入します。

・株出の作付期は、発芽期を記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

733,317 970,015

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 0236,6980

44,660 16.42 733,317 970,015236,698 0 0 077.00 5,800 44,660 44,660 5.3

種類

その他農作物 さとうきび
交付金
対象 0

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の合計値を記入しま

すが、分けて記入しても構いません。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・「見込数量払単価」は、保険期間に交付され

る数量払の交付予定単価を記入します。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

□ □

□ □

0% 0a □ □その他農作物 茶 220.00a H31.11 H32.5～Ｈ32.10

H31.5～Ｈ31.10 100% 220.00a □ □ 一番茶、二番茶、秋冬番茶を摘採

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

その他農作物 茶 220.00a H30.11

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

（１３）茶

摘採予定の面積

を記入します。

冬芽の伸長停止期

を記入します。

保険期間の年分の税申告において、

収入金額（販売金額・期末棚卸高等）

に計上する分の割合を記入します。

・摘採を複数回行う場合であっても、まとめて記入

できます。その場合は、茶ごとの摘採予定面積を

積み上げた摘採延べ面積を記入します。

・茶期ごとに分けて記入しても構いません。
・複数の摘採分をまとめて記入する場合には、

茶期を記入します。

保険期間中に作付けされるものは、

収穫期が翌年以降であっても記入し

ます。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 5,392,200

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

12,900 12,9005,379,300合計 12,900

1,290 12,900 5,392,2005,379,300 10 1,290 12,900 0 1012,900 220.00 190 4,180 4,170 1,290

種類

その他
農作物 茶 10 1,290

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G)

円/kg

＝（A)×
（B）

円

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・事業消費が見込まれる場合に記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じて見

込販売単価より低い単価を設定しても構いません。

・保険期間の見込在庫数量を記入しま

す。



【様式４号】

平成　　年　　月　　日

（１）保険期間の営農計画
① 農産物及び畜産物の営農計画

【農産物用】 （単位：ａ等）

【申請者の住所地以外の経営耕地等】

【担当者記入欄】

◆認定農業者又は認定就農者である場合は、該当するものに✓を記入してください。

◆認定農業者等の認定を希望する場合は、該当するものに✓  を記入してください。
【参考情報】

※認定農業者等の認定を希望される場合は、最寄りの市町村へ連絡して、助言・指導が受けられるように手配します。

□　認定農業者を希望する　　　□認定就農者を希望する
□　ＧＡＰの取組

100% 1,000a □ □ 期間中の収穫２回

□　認定農業者である　　　　　　□認定就農者である

飼肥料作物 イネ科牧草 チモシー 1,000a H31 H31.7～Ｈ31.9

H32.4～Ｈ32.7 0% 0a □ □

100% 400a □ □ 期間中の収穫２回

飼肥料作物 イネ科牧草 イタリアンライグラス 400a H31.10

飼肥料作物 イネ科牧草 イタリアンライグラス 400a H30.10 H31.4～Ｈ31.7

H31.7～Ｈ31.11 100% 1,800a □ □ 期間中の作付２回

事故の
発生

事故発生
の通知

種類 品目 用途

飼肥料作物 青刈り類（とうもろこし） デントコーン 1,800a H31.4～Ｈ31.8

農業経営に関する計画
（平成３１年（年度）分）

農産物

作付予定
面積

①

作付期

収穫期 保険期間の
収穫に係る
作付面積

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

備考
（年・月） 保険期間に

収穫する割合
②

申請者 住 所

氏 名 法人にあっては、名称及び代表者の氏名 印

加入者管理コード

（１４）飼肥料作物

作付期と収穫期が年を跨るものについて

は、行を分けて記入します。

年に複数回作付するものは、作付する期間を記入します。

単年性作物は作付時期を、永年性作物は、保険期間の年を

記入します。

保険期間中に収穫する割

合を記入します。

保険期間中に複数回作付し、複数

回収穫するものは作付回数を記

入します。

作付１回に対し複数回収穫するも

のは、収穫回数を記入します。
保険期間中に複数回作付するもの

は作付面積の合計を記入します。

収穫する期間

を記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 5,240,000

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

4,480,000 300,000760,000合計 300,000

3,500,0000 350,000 10 3,500,000 0 30,000300,000 1000 3,500 350,000 0 10 10 300,000

840,000

飼肥料
作物

イネ科
牧草

チモ
シー

30,000 10

4,000 20 80,000 0 0400 1,050 42,000 38,000 20 760,000
飼肥料
作物

イネ科
牧草

イタリアン
ライグラ
ス

0

900,0000 90,000 10 900,000 0 01800 500 90,000 0 10

種類

飼肥料
作物

青刈り類
（とうもろ
こし）

デント
コーン

0

（L)＝（G)

円/kg

＝（K）×
（L）

円

（M）
=（E)

ｋｇ

（N）

円/kg

＝（M）×
（N）

円

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J)

ｋｇ

（K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）
ｋ

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A)

kg

(B)＝(G)

円/kg

＝（A)×
（B）

円

（C)

a

（D)

kg/10a

（E)＝
（C)×（D)

kg

（F)

kg

（G)

円/kg

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の収穫に係る作付面積」の数値を転記します。

・「見込単収等」は、農業者ごとの過去の平均単収等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。

・事業消費が見込まれる場合に記入します。

・単価は、「見込販売単価」と同額を記入しますが、実情に応じて見

込販売単価より低い単価を設定しても構いません。

・保険期間の見込在庫数量を記入します。



【畜産物用】 （単位：頭羽等）

② 規模拡大特例に適用する経営面積
規模拡大特例を希望する場合は、過去５年間及び保険期間の経営面積を記入してください。

㎡ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ

過去の経営面積 保険期間の経営面積
平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分

□ □

0 □ □馬 肥育馬 H31導入 100 H32 ～Ｈ33 0%

H31 ～Ｈ32 50% 50 □ □

50% 50 □ □肥育馬 H29導入 100

馬 肥育馬 H30導入 100

H30 ～Ｈ31

備考

種類 品目 用途 年（年度）
保険期間に
出荷する割合

②

事故の
発生

事故発生
の通知

畜産物 種付
又は導入
年（年度）

飼養又は
導入頭羽
数

①

出荷予定年（年度）
保険期間の
出荷に係る
飼養又は
導入頭羽数

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

馬

（１５）肥育馬 「種類」欄には、馬と記入し、「品目」欄には、肥育馬と記入します。

出荷が複数年に跨る場合

は、保険期間に出荷する

頭数の割合を記入します。

当該年の肥育素馬の導入頭数を記入し

ます。

出荷予定の年（年度）を

記入します。

出荷が複数年に跨る場

合は、その期間を記入

します。

肥育素馬を導入した年（年度）ご

とに記載し、導入と記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 80,275,000

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 080,275,000合計 0

80,275,00080,275,000 0100 95 95 95 845,000

種類

馬 肥育馬

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

（N） ＝（M）×
（N）

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

ｋｇ・頭

（Ｉ）

円/頭

＝(Ｈ)×
（Ｉ）

円

(J) （K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A) (B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

頭

（D)

％

（E)＝
（C)×（D)

頭

（F)

頭

（G)

円/頭

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の出荷に係る飼養又は導入頭羽数」の数値を転記します。

・「見込単収」は、農業者ごとの過去の平均出荷率等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。



【畜産物用】 （単位：頭羽等）

② 規模拡大特例に適用する経営面積
規模拡大特例を希望する場合は、過去５年間及び保険期間の経営面積を記入してください。

㎡ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ ㎡ ａ
平成　　年（年度）分

□ □

過去の経営面積 保険期間の経営面積
平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分 平成　　年（年度）分

□ □

H31 ～Ｈ32 80% 240,000 □ □ ５回転中の４回

20% 60,000 □ □ ５回転中の１回ブロイラー H30導入 300,000

鶏 ブロイラー H31導入 300,000

H30 ～Ｈ31

備考

種類 品目 用途 年（年度）
保険期間に
出荷する割合

②

事故の
発生

事故発生
の通知

畜産物 種付
又は導入
年（年度）

飼養又は
導入頭羽
数

①

出荷予定年（年度）
保険期間の
出荷に係る
飼養又は
導入頭羽数

①×②

保険期間開始前の
事故の発生状況

鶏

（１６）ブロイラー 「種類」欄には、鶏と記入し、「品目」欄には、

ブロイラーと記入します。

出荷が複数年に跨る場合

は、保険期間に出荷する

羽数の割合を記入します。

当該年の素雛の導入羽数を記入します。

出荷予定の年（年度）を

記入します。

出荷が複数年に跨る場

合は、その期間を記入

します。

素雛を導入した年（年度）ごとに

記載し、導入と記入します。

保険期間中に出荷する回

数を記入します。



（２）保険期間の営農計画に基づく保険期間中に見込まれる農業収入金額

（単位：面積はａ、単収は㎏/10ａ等、数量はkg等、単価は円/kg等、金額は円）

品目 用途

・加工原料乳生産者補給金（生産者コード） 【担当者記入欄】・甘味資源作物交付金（対象生産者コード）

0 185,760,000

○数量払の交付申請者管理コード
・畑作物の直接支払交付金（交付申請書管理コード） ・でん粉原料用いも交付金（対象生産者コード）

0 0185,760,000合計 0

185,760,000185,760,000 0300,000 96 288,000 288,000 645

種類

鶏
ブロイ
ラー

（L)＝（G) ＝（K）×
（L）

（M）
=（E)

（N） ＝（M）×
（N）

＝②＋③
＋④

－①＋⑤

円

＝（Ｆ）×
（Ｇ）

円

（Ｈ)

羽

（Ｉ） ＝(Ｈ)×
（Ｉ）

(J) （K)＝
（E）＋
（Ａ）-
（F)-(Ｈ)
－（J）

見込期末棚卸高 見込数量払金額 見込
農業
収入
金額見込在

庫数量
見込
単価

金額
①

作付
予定
面積等

見込
単収等

数量
見込
販売
数量

見込
数量払
単価

金額
⑤

金額
③

数量
（対象外）

見込在
庫数量

見込
単価

金額
④

見込収
穫数量
等農産物又は畜産物

見込期首棚卸高
保険期間の

見込収穫数量等
見込販売金額 見込事業消費金額

見込家
事消費

見込
販売
単価

金額
②

見込事
業消費
数量

見込事
業消費
単価

(A) (B)＝(G) ＝（A)×
（B）

（C)

羽

（D)

％

（E)＝
（C)×（D)

羽

（F)

羽

（G)

円/羽

【消費税の扱い】

消費税の扱いについて、以下の該当する□に✓を記入してください。

□ 内税方式 □ 外税方式

・「作付予定面積等」は、「保険期間の営農計画」の「保険期間の出荷に係る飼養又は導入頭羽数」の数値を転記します。

・「見込単収」は、農業者ごとの過去の平均出荷率等を記入します。

・「見込販売数量」は、農業者ごとの保険期間の見込数量を記入します。

・「見込販売単価」は、農業者ごとの過去の平均販売単価等を記入します。
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